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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は、1週間を通して見ると

対米ドルで上昇、対円で下落しました。また、トル

コの2年国債金利はほぼ横ばいでの推移となりま

した。大統領権限拡大の是非を問う国民投票を

週末に控える中、直前の世論調査でやや憲法改

正賛成派が優勢との見方が強まった事から債券・

為替ともに買われる局面もありました。しかし、多く

の海外市場が休日となった14日には取引が閑散

となる中、選挙結果への警戒等から債券・為替と

もに売られました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（円/トルコ・リラ） （トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

現地報道等によると、16日の国民投票では憲法

改正賛成派が約51％を占め、エルドアン大統領

が勝利宣言を行いました。これまでは政治的な不

透明感を背景に、政治動向に注目が集まりやす

い環境となっていましたが、今回の国民投票の結

果を受けて不透明感は後退すると考えられます。

政治的な問題が一段落した事を受けて、今後エ

ルドアン大統領の目は政治面から経済面へ向くと

予想します。今週は、政治的な不透明感が後退

した事を背景に債券・為替ともに買い戻されやす

い相場展開を予想します。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し

【2017年4月8日～2017年4月14日までの推移】

（2017年3月17日～2017年4月14日）

【トルコ 金利推移】
（2017年3月17日～2017年4月14日）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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